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て解析したフィリピンにおける 100 年スケールの月降水日数変動を示す。 
 




and Atmospheric Administration）の NCDC（National Climatic Data Center）が提供する





















1996）。現在のフィリピン気象局（PAGASA：Philippine Atmospheric, Geophysical and 
Astronomical Services Administration）が気象観測を開始する以前の、1865～1942 年のフィ
リピン気象観測略史を表 1 に示す。フィリピンで最初の気象観測は、1865 年にスペインのイ
エズス会によって設立された学校の観測所（Observatorio del Ateneo Municipal）において、





et al., 2008）。 
イエズス会士により開始された気象観測は、アメリカ領有後も当時のフィリピン気象局
（Philippine Weather Bureau）に引き継がれていたが、1942 年に日本軍が気象観測所を占領
したさいに、全て停止した。1942～1944 年には日本軍による気象観測記録が残されている。
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林・山本，2014）。 
このような歴史的な経緯から、フィリピンの気象観測は、主に次の 4 つの時代に分けること









表 1．1865～1942 年のフィリピンの気象観測史の概略 
年 気象観測史 
1865 マニラに “Observatorio del Ateneo Municipal（Manila Observatory）” が設立され，イエ
ズス会士（Jesuit）により最初の気象観測が開始される． 
1887 ルソン島に 10 地点の観測所が設置される． 
1895 観測所が 3 部門（気象観測，地磁気観測，地震観測）から構成される． 
1901 ”Philippines Weather Bureau” が米国に引き継がれ，フィリピン全土に渡る約 51 地点の
観測網がつくられる．1901～1940 年の年ごとの気象観測記録が ”Monthly Bulletin” 




3. 19 世紀後半のフィリピン気象観測記録 
 
19 世紀のフィリピン気象観測記録の所在を明らかにするために、2009 年 4 月に日本の気象
庁図書室の書庫を調査したところ、19 世紀後半の数年分の気象観測記録が収蔵されていること
がわかった。残りの 19 世紀後半における気象観測記録の所在とデータの概要を確かめるため
に、2009 年 8 月 22 日～9 月 5 日にかけて、1950 年以前のフィリピン気象観測記録が収蔵され
ていると考えられるオランダ王立気象研究所（KNMI2)）、イギリス気象庁（Met Office3)）、ス
ペインの Ebro 測候所 4) を訪ねた。これらの調査から明らかとなった 19 世紀後半のフィリピン
気象観測記録の収蔵先とデータ概要を表 2 にまとめた。表には、データレスキュー状況につい
ても記した 5)。気象観測が開始された 1865 年の気象観測記録の原簿を発見することはできな
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かったが、1866～1900 年の気象観測記録の収蔵先とデータ概要が明らかになった。 
19 世紀の気象観測記録の様式は時代と共に幾度か変更されている。たとえば 1866～1869 年
の間は、マニラの気象観測値だけでなく、折れ線グラフや風配図でも観測結果が示されている。
これらと天気概況の記載等が共に大判シートにまとめられている（図 1）。1866～1867 年は 1
年ごとに 1 枚のシートに、1868～1869 年は 1 か月ごとに 1 枚のシートにまとめられていた。
1870～1879 年は降水量と水蒸気圧については日単位の観測値が記されており、その他の気象
要素については午前 6 時～午後 9 時まで 3 時間おきの観測値が記録されている（図 2）。1876





用するのは容易ではない。また 1865 年に加え、1875 年、1877 年、1889 年の気象観測記録も
本調査では発見できなかった。 
1888 年まではマニラの気象観測値のみが記されているが、1890 年以降はマニラの他にもル
ソン島に 15 地点ほど観測地点が設置されたため（図 4）、これらの地点における観測値も記録
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表 2．1865～1900 年のフィリピン気象観測記録の収蔵先とデータ概要 
年 地点 要素 観測時間間隔 収蔵先 
データレスキュー 
状況および備考 











単位，オゾンは 1 日 2 回．
その他の要素は 6 時，9













































他の地点は 10 時と 16 時













C（雲量），O（オゾン）／所蔵先：E（Ebro 測候所図書室，スペイン），MO（Met Office Archives，U.K.），
JMA（気象庁図書室，日本），KNMI（王立オランダ気象研究所図書室，オランダ）．本表は，財城真寿美

















図 1．1868 年 9 月の気象観測記録 

















図 2．1870 年 7 月の気象観測記録 
（Observatorio meteorologico del Ateneo Municipal de Manila, Met Office 所蔵，筆者撮影） 
（左）左から気圧，オゾン，気温の観測記録．（右）左から 2 列目が日降水量の観測記録． 


















図 3．1885 年 8 月のグラフシート 
（Observatorio meteorologico de Manila, Met Office 所蔵） 
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図 4．1891 年 1 月の地点分布 







4. 20 世紀前半のフィリピン気象観測記録 
 
1901～1940 年 8 月までの気象観測記録については、Kubota and Chan（2009）や Masuda 
et al.(2008)等の調査により、そのほとんどが日本の気象庁図書室やハワイ大学図書館に所蔵さ
れていることがわかっている。1901～1940 年の気象観測データは当時のフィリピン気象局
（Philippine Weather Bureau）が発行していた ”Monthly Bulletin”（月報）に、1904～1938
年の気象観測記録の一部は ”Annual Report”（年報）にも収録されている。1903 年頃までは
スペイン語と英語の記載が混在している箇所もみられた。“Monthly Bulletin” に収録されてい
る観測項目や地点数を表 3 にまとめた。表 3 をみると、特にマニラとバギオでは多くの気象要
素が観測されていたことがわかる。マニラとバギオ以外の観測地点は 1904 年には 16 地点あっ
たが、その後、観測地点は増え続け、1940 年 1 月には 300 を超える地点が設置されていた（図
5）。現在のフィリピン気象局（PAGASA）の気象観測地点は 84 地点ほどであることと比較す
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ると 6)、その数がいかに多いかがわかる。これらの観測地点のうち、データレスキューのため
に、現在の観測地点と比較的近い場所 7) に位置しており、できるだけ長期に観測が継続されて




とで、20 世紀初頭から現在までの西部北太平洋域における台風発生頻度の 100 年スケール変
動を初めて明らかにした。 
 “Monthly Bulletin”の気象観測記録は 1940 年 8 月までしか発見されていないが、1942 年 1
月からは日本軍による気象観測が開始され、その気象観測記録は「比律賓気象月報」に収載さ
れている（小林・山本，2014）。日本軍による観測地点は ”Monthly Bulletin” に収録されてい
るものより少ないが、1943 年 9 月号にはフィリピン全土に渡る 17 地点の気象観測記録が残さ
れている。小林・山本（2014）によると、「比律賓気象月報」は 1942 年 10 月号以降、欠測の
月もあるものの 1944 年 1 月号まではその所在がわかっている。 
 
表 3．Monthly Bulletin に収録されている気象観測要素と地点数 
 





気象観測要素／年 1901 02 03 04-06 07-13 14-17 18-20 21-25 26-33 34-38 39-40
気圧 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2
気温 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2
地温 1 1
相対湿度 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2
風向・風力 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2
日照時間 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2
降水量 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2
水蒸気圧 1 2 2 2 2 2 2
蒸発量 1 1 1 2 2 2 2 2 2
雲量 2 2 2 2 2 2
放射量 2 2 2 2 2 2
気圧 16 17
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図 5．1940 年 1 月の気象観測地点分布 
1940 年 1 月の Monthly Bulletin の観測地点表から地点の緯度，経度を読みとって図化した． 
 






年の月降水量と月降水日数をディジタル化して使用した 8)。1901～1940 年 8 月まで
は ”Monthly Bulletin” にあるマニラの日降水量データから月降水量と月降水日数を算出した。
1901～1902 年のデータは Algue（1904）と ”Monthly Bulletin” のデータが重複しているた
め、データを比較し、値が同じになることを確認してデータを接続した。1950 年以降のデータ
は PAGASA により観測された日降水量データから算出した。 
 まずマニラにおける月降水量と月降水日数の平均的な季節変化について述べる。マニラの平








 次にマニラの 1866～2010 年の月降水日数の季節変化を図 7 に示す。マニラでは平均的には
夏季（7～9 月）の降水日数が最も多いが、年代により季節変化の特徴は異なる。たとえば、1900
年初頭から 1960年代半ばまでは夏季降水日数が 20日以上の年が多くみられるが、1865～1875
年や 2000 年以降は、夏季降水日数が 20 日を下回る年が連続的に出現している。また 1960 年
代後半以降は、雨季の終わり頃にあたる 12 月を中心とした 3 か月平均降水日数の年々変動が










（1865～2010 年平均．月降水日数は 1866～2010 年平均．1940 年 9 月～1948 年 12 月，
1976 年 1 月～1977 年 12 月，1979 年 1 月～1981 年 12 月の値は欠測．）棒グラフは月降水
量を，折れ線グラフは降水日数を示す． 
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図 7．マニラにおける月降水日数の季節変化（1866～2010 年） 





 本稿では、19 世紀後半から 20 世紀前半にかけてのフィリピン気象観測記録に焦点をあて、
その所在とデータ概要を報告した。またデータレスキューされたデータの一部を用いて、マニ
ラにおける月降水日数の 100 年スケール変動を示した。フィリピンでは、歴史的な経緯により



























Meteorological Organization: WMO）が進める 4 つの世界気候計画（World Climate 





MEDARE（Mediterranean Climate Data Rescue）や、全球の地上・海上気象データのデー
タレスキューとその四次元気候復元を目的として行われている ACRE（Atmospheric 
Circulation Reconstructions over the Earth）などがある。 
2) ユトレヒトにある Koninklijk Nederlands Meteorologisch Instituut の略。研究所の図書室
で資料調査を行った。 
3) エクセタ―にある Met Office の National Meteorological Archives で資料調査を行った。
閉架式であったため、直接資料を手に取ることはできず、どのような資料が欲しいかを司書
に伝え、書庫から取り出してきてもらうという利用形式であった。 
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とデータレスキューのために、日本の気象庁図書室にはない資料を中心にデジタルカメラで
撮影を行った。 
6) 現在は Synoptic Station と呼ばれる地点が 58 地点、Agromet と呼ばれる農業気象観測地
点が 26 地点設置されている。 
7) 現在の観測地点の緯度、経度との差が 1’以内におさまるような地点を選定した。 
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